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アラスカ湾陸棚縁辺部（IODP Exp. 341 Site U1419）の過去6万年間の珪藻化石と氷
床堆積物供給変遷
Past 60 kyr changes in the diatoms and glacial sediment supply to the Gulf of Alaska
(IODP Exp. 341 Site U1419)
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2013年 5月末～7月末に IODP第 341次掘削航海が，アラスカ湾沿岸部に分布する後期新生代の高解像度堆積物記録
を用いて造山運動や氷河消長と北太平洋気候変動の関連性を解明するために実施された．本掘削海域は，氷床分布域に
極めて近いが，陸域の堆積・運搬・供給システムにほとんど影響を受けずに氷床や氷河に削剥された陸上物質が沿岸域
に供給されるため，氷床の消長と海洋堆積環境の関係を知るのに最適な場所である．
本発表では，陸棚縁辺部（Site U1419）で掘削された更新世堆積物中に含まれる珪藻化石分析と物性分析，有孔虫化石

による酸素同位体比変動解析結果の概要を発表する．本掘削点は，船上データから約 10万年で 200 mの堆積速度が見積
もられている．珪藻化石群集には，海洋環境変動を示す種群だけでなく，沿岸～陸域に生息する種群や栄養塩変動を指
標する休眠胞子等も含まれ，それらの産出量は大きな変動を示している．これらの変動は，古海洋環境変動，陸上氷床
発達やそれに伴う削剥・供給量と堆積速度の変動，供給物質の粒度に影響を受ける間隙水量の変動，さらに，それに伴
う珪藻化石の溶解など様々な要因を示している可能性がある．
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